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議会だより 議会だより 

定
例
会
 

6
　
月
 

定
例
会
 

6
　
月
 

5月臨時議会で新たな議会人事を決定 
平成24年度 政務調査費のゆくえ 

�、�
��

質議あれこれ 
　（仮称）さつきヶ丘防災センターを発注 
一般質問 
　橋の老朽化対策は 

�、��

��



　
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
議
長
の
要
職
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
職
責
の
重
大
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。
も
と
よ
り
私
は
、
浅
学

非
才
で
、
議
員
経
験
も
浅
く
、

そ
の
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
か
く
な
る
上
は
一
生
懸

命
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
 

　
ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
不
偏
不
党
、
公

平
無
私
の
立
場
を
堅
持
し
、

誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
 

　
さ
て
、
議
会
に
対
す
る
皆

さ
ま
方
の
ニ
ー
ズ
は
、
議
員

定
数
の
削
減
、
議
員
報
酬
の

引
き
下
げ
、
ま
た
、
議
会
の

透
明
性
な
ど
各
般
に
わ
た
る

と
思
い
ま
す
。
昨
年
、
特
別

委
員
会
で
も
検
討
さ
れ
た
問

題
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
種

の
問
題
は
、
そ
の
時
々
の
状

況
に
よ
り
検
討
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
私
は
、
皆
さ
ま
方
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
議
員
相

互
で
じ
っ
く
り
議
論
を
重
ね

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
 

　
皆
さ
ま
方
に
は
、
格
段
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
、
議
長
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
 

　
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
推
挙

を
い
た
だ
き
、
副
議
長
の
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
お
り
、
身
を
粉
に
し
て

頑
張
り
ま
す
。
 

　
今
日
、
議
会
を
取
り
巻
く

環
境
は
極
め
て
厳
し
い
も
の

が
あ
り
、
中
で
も
議
員
定
数

や
議
員
報
酬
に
関
す
る
こ
と

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
議
員
活
動
や
議
会

情
報
の
発
信
不
足
の
面
も
あ

り
、
こ
う
し
た
情
報
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
発
信
す
る
よ
う
に

努
め
、
議
会
改
革
の
更
な
る

推
進
と
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
私
は
、
丹
羽
議
長
を
補
佐

す
る
立
場
で
こ
の
職
責
を
務

め
て
い
き
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
5
月
10
日
の
臨
時
会
で
平
成
25
年
度
の

議
会
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。
議
長
、
副

議
長
を
選
び
、
常
任
委
員
会
を
は
じ
め
各

種
委
員
会
等
の
構
成
を
見
直
し
ま
し
た
。
 

副議長　酒井闊治 

議長　丹羽　勉 
当選2回 

（大政クラブ） 
71歳　大屋敷 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
 

議
長
に
丹
羽
　
勉
、副
議
長
に
酒
井
闊
治
を
選
出
 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

誠
心
誠
意
努
力
す
る
 

情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
す
る
 

べ
ん
 
た
つ
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委員長　倉知敏美　　副委員長　前田新生 

吉田　正　　柘植　満　　丹羽　孝 

齊木一三　　宮田和美　　酒井闊治 

地域協働部・建設部・総務部・会計管理者の 
所管事項の調査、条例、予算などの審査をします。 

定数　8人 

総 務 建 設 常 任 委 員 会  

委員長　岡　孝夫　　副委員長　大島保憲 

江幡満世志　　伊藤　浩　　土田　進 

丹羽　勉　　　木野春徳　　　　　　 

健康福祉部・生涯教育部の所管事項の調査、条例、
予算などの審査をします。 

定数　7人 

文 教 福 祉 常 任 委 員 会  

委員長　木野春徳　　副委員長　吉田　正 

柘植　満　　丹羽　孝　　岡　孝夫 

土田　進　　酒井闊治　　倉知敏美 

議会運営や議長の諮問に関する事項を協議します。 

定数　8人 

議 会 運 営 委 員 会  

委員長　伊藤　浩　　副委員長　丹羽　孝 

江幡満世志　　前田新生　　岡　孝夫　土田　進 

 
新しい視点や発想で、議会だよりの編集発行を 
協議します。 

定数　6人 

議 会 広 報 常 任 委 員 会  

委員長　吉田　正　　副委員長　丹羽　孝 

柘植　満　　岡　孝夫　　齊木一三 

宮田和美　　木野春徳　　倉知敏美 

議会及び議員が果たすべき役割を精査し、今後の
議会活動の規範となる議会基本条例を策定します。 

定数　8人 

議会基本条例策定特別委員会 

齊木一三 

適切な行財政運営が行われているか定期的に 
監査します。 

議 会 選 出 監 査 委 員  

江幡満世志　　伊藤　浩　　齊木一三 

木野春徳　　　倉知敏美 

丹 羽 広 域 事 務 組 合 議 員  

柘植　満　　岡　孝夫　　宮田和美 

江 南 丹 羽 環 境 管 理 組 合 議 員  

大島保憲　　丹羽　孝　　土田　進 

愛 北 広 域 事 務 組 合 議 会 議 員  

吉田　正 

尾張農業共済事務組合議会議員  

前田新生 

尾 張 水 害 予 防 組 合 会 議 員  
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問 □ 

答 □ 

答 □ 
答 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

問 □ 

（仮称）さつきヶ丘防災センターの立面図 

質疑あれこれ
議案質疑、総務建設及び文教福祉の

各常任委員会での主な質疑を掲載します。 

質疑あれこれ
改
正
す
る
目
的
は
。
 

 国
税
及
び
地
方
税
の
延

滞
金
の
割
合
の
見
直
し
に
合

わ
せ
、
引
き
下
げ
を
す
る
た

め
に
改
正
す
る
。
 

 引
き
下
げ
の
た
め
の
特

例
基
準
割
合
と
は
。
 

 国
内
銀
行
の
貸
出
約
定

平
均
金
利
の
前
々
年
の
１０
月

か
ら
前
年
の
9
月
ま
で
に
お

け
る
平
均
に
1
パ
ー
セ
ン
ト

を
加
算
し
た
割
合
と
な
る
。
 

 貸
出
約
定
平
均
金
利
の

基
準
と
は
。
 

 月
末
の
金
融
機
関
の
利

率
別
貸
出
残
高
か
ら
算
出
し

た
も
の
で
、
よ
り
時
勢
に
近

づ
け
た
も
の
に
な
る
。
 

 引
き
下
げ
は
い
つ
か
ら

適
用
さ
れ
る
の
か
。
 

 

平
成
２６
年
1
月
1
日
以

降
に
発
生
し
た
も
の
が
対
象

に
な
る
。
 

 
改
正
す
る
理
由
は
。
 

 4
月
1
日
に
社
団
法
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
が
公
益
社
団
法
人

に
移
行
し
た
た
め
、
名
称
を

改
正
す
る
。
 

 も
っ
と
早
い
時
期
に
改

正
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
 

 確
定
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
3
月
議
会
で
の
提
出
を

見
送
り
、
今
回
の
改
正
と
な

っ
た
。
 

 

 
落
札
し
た
業
者
の
会
社

の
概
要
は
。
 

 今
後
も
、
契
約
議
決
が

必
要
と
な
る
工
事
な
ど
が
あ

る
の
で
、
ど
う
い
っ
た
資
料

が
配
布
で
き
る
の
か
検
討
し

て
い
く
。
 

 

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
 

　
6
月
定
例
会
は
、5
日
か
ら
20
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
提
出
議
案
は
、農
業
集

落
家
庭
排
水
処
理
施
設
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
、補
正
予
算
な
ど
全
部
で
9
議
案

が
出
さ
れ
、採
決
の
結
果
、す
べ
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。一
般
質
問
で
は
、7
人
が
町
政
全

般
に
わ
た
り
質
問
を
し
ま
し
た
。
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職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
 

（
仮
称
）さ
つ
き
ケ
丘
防
災
セ
ン
タ
ー

建
設
請
負
契
約
 

農
業
集
落
家
庭
排
水
処
理
施
設
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
 



問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 

問 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 

答 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 

6月9日開催の町消防団小型ポンプ操法大会 

あ
い
ち
・
出
会
い
と
体

験
の
道
場
事
業
委
託
金
、
夢

を
は
ぐ
く
む
あ
い
ち
・
モ
ノ

づ
く
り
体
験
事
業
委
託
金
は

今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
 

 年
々
減
額
さ
れ
て
い
る

が
、
県
の
予
算
を
確
保
し
な

が
ら
今
後
も
進
め
て
い
く
。
 

 風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
は
い
く
ら
か
。
 

 8
0
0
0
円
か
ら
1
万

2
0
0
0
円
ぐ
ら
い
。
町
の

助
成
額
は
接
種
費
用
の
2
分

の
1
で
上
限
5
0
0
0
円
と

な
る
。
 

 子
ど
も
・
子
育
て
支
援

意
向
調
査
等
委
託
料
の
「
等
」

と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
 

 タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
策
定
に
伴
う
意
向
調
査

が
メ
イ
ン
と
な
る
が
、
平
成

２７
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
間
に

合
う
よ
う
に
、
今
年
度
計
画

の
骨
子
案
の
作
成
ま
で
委
託

す
る
。
 

 子
ど
も
・
子
育
て
支
援

意
向
調
査
等
委
託
料
の
内
容

は
。
  支

援
法
に
基
づ
く
事
業

計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、

利
用
希
望
な
ど
の
量
の
見
込

み
を
調
査
す
る
。
 

 道
徳
教
育
総
合
支
援
事

業
の
内
容
は
。
 

 中
部
地
区
小
学
校
道
徳

研
究
大
会
と
県
道
徳
教
育
研

究
大
会
が
同
時
に
、
研
究
指

定
校
の
西
小
学
校
で
１１
月
1

日
に
開
催
さ
れ
る
。
 

予
算
と
し
て
は
、
講
師
謝

礼
、
資
料
代
、
研
修
旅
費
な

ど
を
組
ん
で
い
る
。
 

 

財
政
調
整
基
金
と
明
日

の
ま
ち
づ
く
り
基
金
の
違
い

は
。
  財

政
調
整
基
金
は
、
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
税
収

を
積
み
立
て
て
お
く
基
金
、

明
日
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
は
、

公
共
施
設
の
改
修
・
修
繕
、

用
地
購
入
な
ど
に
充
て
る
た

め
の
基
金
。
 

 消
火
栓
設
置
の
経
緯
と

内
容
は
。
 

 老
朽
化
し
た
水
道
管
の

耐
震
化
工
事
に
伴
い
、
4
か

所
の
消
火
栓
の
蓋
を
丸
型
に

改
修
し
、
舗
道
側
に
移
設
す

る
。
  消

防
団
の
ポ
ン
プ
点
検

は
実
施
し
て
い
る
の
か
。
 

 年
度
当
初
に
消
防
署
で
、

ポ
ン
プ
点
検
と
放
水
点
検
を

実
施
し
て
い
る
。
 

 

▼
公
共
下
水
道
事
業
 

 中
小
口
の
交
換
分
合
の

地
域
が
下
水
道
の
認
可
が
お

り
て
い
る
か
不
明
だ
が
、
道

路
新
設
と
同
時
に
下
水
道
の

布
設
は
で
き
な
い
か
。
 

 道
路
新
設
に
合
せ
て
、

町
が
下
水
道
管
布
設
工
事
を

行
っ
て
い
く
。
 

  

質疑あれこれ

平
成
２５
年
度
補
正
予
算
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特
別
会
計（
第
1
号
） 

一
般
会
計（
第
2
号
） 



一
　
般 

質
　
問 

前

田

新

生

 

前田新生  

旅券窓口を開設しては 
部長 近隣の状況も見ながら判断していく 

町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 
一般質問 ここが聞きたい!

7人が質問 

町
内
企
業
の
海
外
出

張
や
町
民
の
海
外
旅

行
が
増
え
て
い
る
。
町
も
旅

券
窓
口
を
開
設
し
て
は
ど
う

か
。
 

年
間
約
7
0
 

0
人
の
町
民

が
旅
券
を
取
得
し
て
い
る
。

県
か
ら
権
限
移
譲
を
受
け
た

場
合
、
町
の
住
民
登
録
者
は
、

旅
券
の
申
請
・
受
領
を
町
の

窓
口
で
行
う
こ
と
に
な
る
。

専
用
窓
口
・
専
用
の
端
末
機

の
設
置
、
専
任
職
員
の
配
置

が
必
要
と
な
る
の
で
、
近
隣

の
状
況
も
見
な
が
ら
判
断
し

て
い
く
。
 

県
は
、
こ
の
地
域
で

ア
ジ
ア
№
1
航
空
宇

宙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
の

た
め
、
国
に
国
際
戦
略
総
合

特
区
の
指
定
区
域
を
追
加
申

請
す
る
。
今
回
、
本
町
も
対

象
に
な
る
が
、
特
区
の
指
定

に
よ
る
企
業
や
町
に
と
っ
て

の
メ
リ
ッ
ト
は
。
 

企
業
で
は
、

国
や
県
の
支

援
を
利
用
し
、
生
産
機
能
の

拡
大
、
強
化
が
図
れ
る
。
町

と
し
て
は
、
税
収
、
雇
用
や

関
連
下
請
企
業
と
の
取
引
量

の
増
加
、
航
空
機
関
連
企
業

の
集
積
に
つ
な
が
る
こ
と
も

期
待
で
き
る
。
 

航
空
宇
宙
関
連
企
業

の
誘
致
や
町
内
の
中

小
企
業
が
航
空
機
産
業
へ
の

参
入
支
援
を
進
め
て
は
ど
う

か
。
 

㈱
青
山
製
作
所
の
特

区
へ
の
追
加
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
成
長

を
遂
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て

い
て
、
次
に
続
く
企
業
が
現

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
町
を
支
え
て
く
れ

た
企
業
が
あ
っ
て
こ
そ
今
の

町
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

今
あ
る
企
業
が
将
来
も
こ
の

町
で
着
実
に
事
業
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
堅
実
な
企

業
振
興
策
を
考
え
て
い
き
た

い
。
 

前
田 

前
田 

町
長 

前
田 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

航
空
宇
宙
関
連
企
業
の
誘
致
・
参
入
支
援
を
 

町
長 

今
あ
る
企
業
に
堅
実
な
振
興
策
を
考
え
て
い
き
た
い
 

特区の指定を受ける㈱青山製作所本社 

アジアNo.1航空宇宙産業クラスター形成とは 
愛知県を中心に、アジアでトップの航空機などの研
究開発、製造、保守管理まで一貫体制を構築する産業
政策。 
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問 □ 

す
べ
て
の
子
ど
も
が

等
し
く
保
育
を
受
け

る
権
利
、
住
民
の
経
済
的
自

立
や
働
く
権
利
が
保
障
さ
れ

る
た
め
に
も
、
公
立
保
育
園

が
必
要
で
は
。
 よ

り
質
の
高

い
保
育
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
２６
年
度
か

ら
町
立
保
育
園
の
1
園
を
民

営
化
す
る
。
公
立
と
私
立
が

良
好
な
関
係
を
保
ち
、
双
方

の
持
ち
味
を
発
揮
す
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
保
育
環
境
づ

く
り
が
で
き
る
と
考
え
る
。
 

潜
在
的
な
待
機
児
童

を
な
く
す
た
め
に
、

認
可
保
育
園
を
増
や
し
て
は
。
 

町
の
保
育
方

針
に
基
づ
い

た
保
育
運
営
を
し
て
い
く
上

で
の
待
機
児
童
は
、
今
の
と

こ
ろ
い
な
い
の
で
、
認
可
保

育
園
を
増
や
す
考
え
は
な
い
。
 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
と
し
て
、
保
育
園
・

小
学
校
給
食
で
牛
乳
の
代
わ

り
に
豆
乳
を
提
供
で
き
な
い

か
。
 

（
保
育
園
）

提
供
を
考
え

て
い
る
。
 

（
学
校
）
提

供
で
き
る
よ

う
に
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。
 

小
学
校
の
養
護
教
諭

は
1
人
配
置
で
、
複

数
の
子
ど
も
が
事
故
を
起
こ

し
た
り
、
研
修
や
行
事
な
ど

が
重
な
っ
た
り
す
る
と
、
学

校
に
養
護
教
諭
が
い
な
い
状

態
と
な
る
。
ま
た
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
対
応
は
、

担
任
任
せ
と
な
っ
て
危
険
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

解
消
す
る
た
め
に
、
複
数
配

置
が
必
要
で
は
。
 

中
学
校
と
同

様
、
小
学
校

で
も
、
養
護
教
諭
の
複
数
配

置
が
で
き
る
よ
う
県
教
育
委

員
会
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
 

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
養

護
教
諭
が
不
在
と
な
る
日
の

児
童
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
看
護
師
資
格
を
持
つ
地

域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
。
 

吉
田 
吉
田 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

吉田　正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

小学校も養護教諭の複数配置を 
部長 看護師資格を持つ地域の方々にご協力いただいている 

認
可
保
育
園
を
増
や
し
て
は
 

部
長 
増
や
す
考
え
は
な
い 

【その他の質問】 
　「巡回バスを江南厚生病院まで走ら
せて」という住民の願いを実現せよ 

認可保育園とは 
国の定めた基準（広さ、設備、
保育内容、職員の数など）を満た
している保育所のこと。 
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学
校
図
書
館
の
蔵
書

数
は
、
国
の
通
達
基

準
を
満
た
し
て
い
る
か
。
 

平
成
２４
年
度

末
の
各
学
校

の
蔵
書
数
は
次
の
と
お
り
。
 

 

学
校
図
書
館
の
蔵
書

検
索
シ
ス
テ
ム
を
オ

ン
ラ
イ
ン
化
し
、
地
域
全
体

で
図
書
の
共
同
利
用
や
各
種

資
料
の
検
索
、
多
様
な
興
味

や
関
心
に
応
え
ら
れ
る
図
書

の
整
備
が
必
要
で
は
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
に
は
、

単
独
の
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

が
あ
る
。
学
校
の
サ
ー
バ
に

は
、
児
童
・
生
徒
の
個
人
情

報
が
多
く
あ
り
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
が
確
保
で
き
れ
ば
、

図
書
館
デ
ー
タ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
は
可
能
で
あ
る
。
 

小
中
学
校
で
は
、
学

校
新
聞
が
配
備
さ
れ

て
い
る
か
。
 

中
学
校
で
は

「
中
学
生
ウ

ィ
ー
ク
リ
ー
」
、
南
小
学
校

で
は
「
こ
ど
も
ウ
ィ
ー
ク
リ

ー
」
が
図
書
館
に
配
備
さ
れ

て
い
る
。
 

 

 

住
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
集
め
、
行
政
運
営

に
取
り
入
れ
る
情
報
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
、
「
S
N
S
」
を

活
用
し
て
い
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
携
帯
電
話
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
急
速
に
変

化
し
て
、
人
気
の
あ
る
「
L
I
 

N
E
」
を
使
っ
た
情
報
発
信

は
、
若
者
の
行
政
へ
の
関
心

や
町
の
活
発
化
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
が
。
 「

S
N
S
」

や
「
L
I
N
 

E
」
は
、
迅
速
な
情
報
提
供

や
双
方
向
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
を

頻
繁
に
更
新
す
る
た
め
の
労

力
や
ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ

る
。
ま
た
、
内
容
の
検
討
や

決
裁
を
ど
う
す
る
の
か
と
い

っ
た
問
題
も
あ
り
、
今
す
ぐ

に
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
る
考
え
は
な
い
。
先
進
自

治
体
の
情
報
収
集
を
行
い
、

町
に
と
っ
て
ど
う
い
う
も
の

が
有
効
で
あ
る
か
を
検
討
し

て
い
く
。
 

齋
木 

齋
木 

齋
木 

齋
木 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

地
域
協
働
部
長 

［SNS］とは 
ソーシャルネットワーキングサービスと呼ばれるも
ので、行政にとって自治体の枠にとらわれることなく、
広域的な行政情報や地域情報を発信したり、住民同士
が交流したりすることができるもの。 

S
N
S
を
活
用
し
 

情
報
発
信
し
て
は
 

部
長 

今
す
ぐ
始
め
る
考
え
は
な
い
 

齊木一三  

一
　
般 

質
　
問 

齊

木

一

三

 

 
 

南小学校 
北小学校 
西小学校 
大口中学校 

学級数 
 
13 
21 
18 
23

標準蔵書数 
（冊） 

8,360 
10,960 
10,360 
15,200

蔵書数 
（冊） 

12,413 
12,537 
13,149 
16,950

充足率 
（％） 

148 
114 
127 
116

南小学校の図書館 

検索システムのオンライン化は 
部長 セキュリティーが確保できれば可能 

学校図書館 
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昨
年
の
6
月
定
例
会

の
一
般
質
問
で
要
望

し
た
が
、
そ
の
後
検
討
し
て

い
る
の
か
。
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
は
、

住
民
の
暮
ら
し
の
足
を
確
保

す
る
た
め
、
町
全
域
を
4
台

の
車
両
で
、
経
費
面
や
各
路

線
の
ダ
イ
ヤ
編
成
で
も
、
現

状
は
目
い
っ
ぱ
い
で
運
行
し

て
い
る
。
商
業
施
設
の
利
用

促
進
を
図
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
推
察
す
る
が
、
こ
れ

ま
で
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
要
望
は
な
か
っ
た
。
 

商
業
施
設
に
乗
り
入

れ
て
い
る
目
的
は
。
 

町
で
生
活
す

る
方
の
生
活

が
、
よ
り
便
利
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
駅
や
病
院
、

商
業
施
設
、
公
共
施
設
と
集

落
を
結
ぶ
ル
ー
ト
を
設
定
し

て
い
る
。
 

市
場
へ
乗
り
入
れ
す

れ
ば
、
町
民
の
利
便

性
が
広
が
る
の
で
は
。
 

一
般
の
方
に

開
放
し
て
い

る
営
業
時
間
に
、
ど
れ
だ
け

の
方
が
利
用
さ
れ
る
か
を
把

握
し
た
上
で
、
考
え
る
べ
き

問
題
と
思
う
。
 

市
場
の
売
り
出
し
を
、

宣
伝
、
周
知
す
る
た

め
、
バ
ス
広
告
を
希
望
し
て

い
る
が
。
 

車
内
広
告
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ

広
告
の
案
内
を
し
て
お
り
、

現
在
は
愛
北
市
場
で
検
討
中

と
の
こ
と
で
す
。
 

長
引
く
不
況
の
中
、

新
政
権
の
経
済
政

策
で
、
一
部
の
大
企
業
や
資

産
家
が
多
額
の
利
を
得
て
も
、

一
般
庶
民
の
暮
ら
し
は
ま
だ

大
変
で
あ
る
。
小
規
模
事
業

者
の
仕
事
を
増
や
す
た
め
に

助
成
制
度
を
導
入
し
て
は
。
 

こ
れ
ま
で
に
も
回

答
し
て
き
た
が
、

町
内
に
は
対
象
と
な
る
事
業

者
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

元
請
け
か
ら
専
門
業
者
へ
出

さ
れ
る
工
事
が
、
町
内
の
業

者
だ
け
で
完
結
す
る
と
は
考

え
に
く
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

地
域
に
お
け
る
経
済
活
性
化

策
と
し
て
有
効
な
手
段
と
は

認
識
し
て
い
な
い
。
 

【
実
施
し
な
い
主
な
理
由
】 

・
町
内
に
は
対
象
と
な
る
事

業
者
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。
 

・
施
策
目
的
に
合
致
し
た
リ

フ
ォ
ー
ム
（
耐
震
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
、
太
陽
光
発
電
）
に

は
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。
 

・
施
主
へ
の
補
助
な
の
で
、

事
業
者
へ
の
経
済
効
果
は
疑

問
。
 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

副
町
長 

住宅リフォーム助成制度を 
副町長 有効な手段とは認識していない 

愛
北
市
場
に
バ
ス
停
を
 

部
長 
利
用
者
数
を
把
握
し
た
上
で
考
え
る
べ
き
問
題 

江幡満世志  

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 愛北市場出入口付近 
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学
校
の
健
康
診
断
の

際
に
行
わ
れ
る
脊
柱

側
わ
ん
症
検
査
は
、
視
診
と

触
診
に
よ
る
検
査
と
な
り
、

専
門
家
か
ら
は
見
落
と
す
恐

れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
学
校
健
診
で
発
見
さ
れ

た
事
例
は
。
 

こ
こ
数
年
は
、

発
見
さ
れ
た

事
例
は
な
い
。
 

早
期
発
見
に
つ
な
が

る
「
モ
ア
レ
検
査
」

を
導
入
し
て
は
。
 

「
モ
ア
レ
検

査
」
は
検
査

機
器
を
使
用
し
て
、
左
右
背

面
の
高
さ
の
違
い
を
光
学
的

に
見
る
も
の
で
、
筋
肉
や
骨

格
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
分
か

る
た
め
、
脊
柱
側
わ
ん
症
の

早
期
発
見
に
有
効
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
 

　
し
か
し
、
「
モ
ア
レ
検
査
」

は
精
密
検
査
の
域
に
入
る
。

　
検
査
は
背
骨
全
体
か
ら
尾

て
い
骨
ま
で
を
把
握
す
る
た

め
、
上
半
身
は
衣
服
を
身
に

着
け
な
い
状
態
、
下
半
身
は

下
着
を
下
ろ
す
必
要
が
あ
る
。

多
感
な
時
期
の
児
童
・
生
徒

に
は
十
分
な
配
慮
が
必
要
で

あ
る
と
の
声
か
ら
も
、
導
入

に
は
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
る
。
 

う
つ
病
や
不
安
障
害

で
多
く
の
人
が
悩
み
、

自
殺
者
で
は
６０
歳
代
の
働
き

盛
り
の
人
が
４０
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
、
早
期
の
対
策
や
予

防
が
重
要
で
あ
る
。
簡
単
に

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

る
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
と

い
う
シ
ス
テ
ム
の
導
入
へ
の

見
解
を
。
 

「
こ
こ
ろ
の

体
温
計
」
は
、

心
の
状
態
や
ス
ト
レ
ス
度
の

チ
ェ
ッ
ク
が
簡
単
に
で
き
、

結
果
に
基
づ
き
心
の
ケ
ア
や

心
の
相
談
へ
つ
な
げ
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
県
内
で
は
、

導
入
済
み
や
導
入
予
定
の
自

治
体
も
あ
り
、
先
進
地
の
情

報
を
収
集
し
な
が
ら
、
調
査

研
究
す
る
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

生
涯
教
育
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

脊柱側わん症の早期発見 
「モアレ検査」を導入しては 
部長 慎重な対応が求められる 

脊柱側わん症とは 
背中が横方向にS字のよ
うに曲がる病気。 

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
の
導
入
を
 

部
長 

情
報
を
収
集
し
調
査
研
究
す
る
 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

せき ちゅう そく 
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問 □ 

五
条
川
に
架
か
る
橋

は
、
昭
和
４０
年
代
に

築
造
さ
れ
た
橋
が
多
い
。
今

後
５０
年
を
超
え
る
橋
も
あ
り
、

老
朽
化
が
心
配
さ
れ
る
。
 

　
町
が
管
理
す
る
橋
の
安
全

点
検
は
行
っ
て
い
る
か
。
 

平
成
２２
、
２３
年
度
、

地
震
発
生
時
に

通
行
を
確
保
す
べ
き
町
道
に

架
か
る
３７
橋
の
破
損
、
腐
食
、

剥
離
、
鉄
筋
露
出
、
ボ
ル
ト

外
れ
、
緩
み
、
接
合
部
の
段

差
な
ど
目
視
に
よ
る
点
検
業

務
を
実
施
し
た
。
 

点
検
の
結
果
、
修
繕

や
架
け
替
え
が
必
要

な
橋
は
な
い
か
。
 

す
ぐ
に
使
用
中

止
す
る
橋
は
一

つ
も
な
い
が
、
今
後
１０
年
の

う
ち
に
架
け
替
え
相
当
と
判

定
さ
れ
た
橋
は
1
橋
あ
る
。
 

　
ま
た
、
現
時
点
で
修
繕
す

べ
き
箇
所
が
な
い
の
は
6
橋

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
4
橋
は

今
後
１０
年
の
う
ち
に
修
繕
が

必
要
と
な
る
。
 

　
修
繕
の
必
要
な
橋
は
、
優

先
順
位
を
付
け
、
順
次
工
事

を
実
施
し
て
い
く
。
 

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
X
P

サ
ポ
ー
ト
が
平
成
２６

年
4
月
に
終
了
す
る
。
庁
内

パ
ソ
コ
ン
の
現
状
と
今
後
の

対
応
は
。
 

住
民
情
報
や
税

情
報
な
ど
の
個

人
情
報
を
取
り
扱
う
基
幹
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
１９
台
、
内

部
事
務
処
理
を
行
う
情
報
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
2
4
0
台
、

個
別
の
業
務
用
と
し
て
１５
台

の
計
2
7
4
台
の
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
X
P
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

し
て
い
る
。
 

　
機
器
更
新
時
期
を
今
年
度

に
前
倒
し
し
て
、
9
月
の
補

正
予
算
で
計
上
し
た
い
。
 

大
島 
大
島 

大
島 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

総
務
部
長 
橋
の
老
朽
化
対
策
は
 

部
長 
優
先
順
位
を
付
け
工
事
を
実
施
す
る 

【その他の質問】 
　新田橋の橋名板の盗難対応は 

大島保憲  

一
　
般 

質
　
問 

大

島

保

憲

 

あら た 

最も古い富士見橋（昭和28年築造　河北区） 

情報系パソコン 

基幹系パソコン 

か
 

サポート終了への対応は 
部長 機器更新時期を今年度に前倒しする 

WindowsXP

は
く
 
り
 

おおぐち議会だより　No.195
平成  25年8月1日発行  11



問 □ 

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
は
、
一
番
利

用
率
の
高
い
公
共
施
設
で
あ

る
。
平
成
２４
年
度
の
年
間
利

用
者
数
と
1
日
平
均
利
用
者

数
は
。
 

年
間
延
べ
利

用
者
数
は
１１

万
7
7
0
5
人
、
1
日
平
均

利
用
者
数
は
約
4
0
2
人
と

な
っ
て
い
る
。
 

1
日
約
4
0
2
人
に

対
応
す
る
職
員
の
時

間
は
。
 

ご
み
の
分
別
、

カ
ー
ド
の
確

認
も
含
め
一
人
当
た
り
5
秒

弱
、
1
日
約
３０
分
弱
と
な
る

が
、
住
所
の
確
認
な
ど
業
務

の
一
環
と
考
え
て
い
る
。
 

平
成
２４
年
度
の
報
奨

金
を
受
け
ら
れ
た
世

帯
数
は
。
 

1
4
5
0
世

帯
の
方
に
お

支
払
い
し
て
い
る
。
 

報
奨
金
制
度
の
見
直

し
の
考
え
は
。
 

可
燃
ご
み
分

類
調
査
結
果

か
ら
、
さ
ら
に
分
別
を
推
進

す
る
た
め
、
制
度
の
見
直
し

は
考
え
て
い
な
い
。
 

 

基
金
の
活
用
状
況
は
。
 

 

基
金
の
現
在
高
は
、

2
3
0
0
万
円

ほ
ど
。
活
用
目
的
は
、
剪
定

や
消
毒
な
ど
の
通
常
の
作
業

で
は
な
く
、
桜
の
更
新
や
保

存
活
動
、
そ
の
情
報
発
信
な

ど
、
将
来
へ
つ
な
が
る
事
業

へ
の
充
当
を
想
定
し
て
い
る
。
 

善
意
の
基
金
を
十
分

に
活
用
し
、
そ
の
想

い
に
応
え
れ
る
よ
う
に
と
思

う
が
。
 

基
金
の
目
的
に

沿
っ
た
、
将
来

に
つ
な
が
る
事
業
に
活
用
し

て
い
く
。
 

枯
れ
枝
の
剪
定
を
す

る
時
期
は
冬
場
以
外

で
す
べ
き
と
思
う
が
。
 

 

樹
木
医
か
ら
、

冬
期
以
外
で
枯

れ
枝
の
除
去
を
し
て
も
、
桜

の
生
育
活
動
へ
の
影
響
は
な

い
と
の
回
答
を
得
た
。
今
年

度
か
ら
一
定
の
作
業
区
間
を

設
け
、
遅
く
て
も
落
葉
期
前

ま
で
に
は
着
手
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

ごみ分別報奨金制度の見直しは 
部長 分別を推進するため見直しは考えていない 

【その他の質問】 
　五条川の管理は 

さ
く
ら
咲
く
基
金
の
活
用
状
況
は
 

部
長 

将
来
へ
つ
な
が
る
事
業
に
活
用
す
る
 

宮田和美  

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

資源リサイクルセンター 

五条川のさくら 
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今回の議会だよりで話題となったキーワードです。 
○に適切な言葉や数字を入れてください。 

①平成25年5月の臨時議会で○○議員が議長になりました。 

②ごみ分別カードで平成24年度報奨金を受けられた世帯は○○○○世帯です。 

③町内で最も古い富士見橋は昭和○○年に築造されました。 

④議会広報の編集には○人の議員が携っています。 

⑤まちの元気者「大口少年少女発明クラブ」の指導者は60歳代の○○人です。 

答えは、14ページです。 

（
仮
称
）さ
つ
き
ケ
丘
防
災
セ
ン
タ
ー
 

建
設
工
事
の
契
約
を
議
決
 

（仮称）さつきケ丘防災センター 
■建築概要 

鉄骨造地上1階建 

　建築面積　405.7㎡ 

　（防災センター　399.1㎡ 

自転車置場　6.5㎡） 

　延床面積　375.5㎡ 

　（防災センター　368.9㎡ 

自転車置場　6.5㎡） 

■契約金額 

　金8788万5000円 

■契約の相手方 

　昭和土建株式会社（一宮市） 

　一人の新メンバーを迎え、今後もより分かりやす
い紙面づくりに取り組んでいきます。 

私たちが議会広報を編集します 

平
成
２４
年
度
政
務
調
査
費
の
ゆ
く
え 

　
政
務
調
査
費
と
は
、
議
員
が
通
常
の
議
員
活
動
と
は
別
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
ま
た
は
個
人
が
、
議
員
と
し
て
の
知
識
向

上
や
見
聞
を
広
め
た
り
、
資
質
向
上
を
図
る
た
め
に
交
付
さ

れ
る
調
査
研
究
費
で
す
。
 

　
交
付
額
は
、
年
間
1
人
6
万
円
で
研
修
費
、
調
査
費
、
資

料
費
、
事
務
費
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
す
べ
て
の
経
費
の
証
拠
書
類
な
ど
の
写
し
を
添
え
た
収
支

報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
残
金
は
す
べ
て
返
却
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
主
な
使
途
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

○
大
政
ク
ラ
ブ
（
9
人
）
 

調
査
費
　
２７
万
1
5
5
0
円
 

視
察
先
　
石
川
県
白
山
市
、
 

　
　
　
　
加
賀
市
 

目
　
的
　
保
育
園
の
民
営
化
 

　
　
　
　
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
議
会
基
本
条
例
に
 

　
　
　
　
つ
い
て
 

事
務
費
　
２２
万
5
7
3
5
円
 

総
　
額
　
４９
万
7
2
8
5
円
 

○
研
政
会
（
1
人
）
 

調
査
費
　
3
万
3
5
5
0
円
 

視
察
先
　
石
川
県
白
山
市
、
 

　
　
　
　
加
賀
市
 

目
　
的
　
保
育
園
の
民
営
化
 

　
　
　
　
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
議
会
基
本
条
例
に
 

　
　
　
　
つ
い
て
 

○
誠
真
ク
ラ
ブ
（
2
人
）
 

○
公
明
党
（
1
人
）
 

調
査
費
　
１８
万
円
 

　
　
　
　
内
訳
 

　
　
　
　
誠
真
ク
ラ
ブ
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
１２
万
円
 

　
　
　
　
公
明
党
6
万
円
 

視
察
先
　
宮
城
県
気
仙
沼
市
 

　
　
　
　
岩
手
県
陸
前
高
田
 

　
　
　
　
市
他
 

目
　
的
　
東
日
本
大
震
災
の
 

　
　
　
　
被
害
状
況
に
つ
い
 

　
　
　
　
て
 

　
　
　
　
復
旧
状
況
及
び
課
 

　
　
　
　
題
に
つ
い
て
 

○
日
本
共
産
党
（
2
人
）
 

資
料
費
　
1
万
9
2
9
0
円
 

 

　
平
成
２５
年
度
よ
り
、
政
務
調
査
費
は
「
政
務
活
動
費
」
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

9月定例会予定 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 丹

羽

　

勉

 
 

伊

藤

　

浩

 

丹

羽

　

孝

 

江
幡
満
世
志 

前

田

新

生

 

岡

　

孝

夫

 

土

田

　

進

 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/gikai/kaigiroku.html

9月 5日（木） 提案説明 
9月11日（水） 質疑 
9月12日（木） 質疑・委員会付託 
9月18日（水） 総務建設常任委員会 
9月19日（木） 文教福祉常任委員会 
9月24日（火） 一般質問 
9月25日（水） 一般質問 
9月27日（金） 討論・採決 

表紙の写真 

お米をゴシゴシ。水遊びみたいで

楽しいな。 

=デイキャンプ　6月28日 

南保育園　年長児 

白山ふれあいの森で 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

活動の様子 

議
会
だ
よ
り
 

� 月
定
例
会
 N
o.1
9
5

平
成
2
5
年
8
月
1
日
 

「大口少年少女発明クラブ」 
子どもたちにモノづくりの楽しさを教える 

元気な指導者の皆さんを紹介します。 

取材を終えて 
　作品が完成した時の子どもたちの顔は、うれ
しそうで生き生きしていました。元気な子ども
たちを相手に大変そうでしたが、地域に役立っ
ていることに満足した様子でした。（前田　新生） 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

前ページのクイズの答え 
①丹羽　②1450　③28　④10 
⑤6

♪　クラブ発足の経緯は? 

　平成20年9月に、町と商工会が町内企業に
呼びかけて指導者を募り、始まりました。 
 

♪　指導する仲間は? 

　町内外に居住する60歳代の10人で、現職
中は、町内企業などでモノづくりや教育に携
わっていた人たちです。 
 

♪　子どもたちへの指導は? 

　毎月1回土曜日に、中学校の教室を借りて
小学4年生から6年生の33人に、手作りの教
材を使って、飛行機・ロボットなどの製作を
教えています。 

♪　教える楽しみは? 

　子どもたちの製作中の生き生きした表情や、
完成後の喜びの顔を見ることです。 
 

♪　町や議会への要望がありましたら 

　こういう活動が、地域に根づいてくれると
良いですね。 
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